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ものづくりに必要な溶接・接合、切断、切削、熱処理な
どの材料加工プロセスは、残留応力や変形、割れなどの
力学的な影響をもたらし、製品や構造物の性能・信頼性
にも関わってきます。このような様々な材料加工プロセ
スに伴う力学現象を、材料科学・プロセス物理・力学設
計の相互作用を考慮して明らかにする学際的な研究に取
り組んでいます。材料加工プロセスシミュレーションモ
デルの開発とそれによる加工部特性の高精度予測・制御、
さらには非破壊検査・保全技術との連携による構造健全
性評価・構造信頼性評価への展開を目指しています。

ものづくり分野、金属積層造形、原子力プラント保全

材料科学・プロセス物理と融合した
溶接力学の深化とその応用展開
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＃固有ひずみ理論 ＃マルチスケール・マルチフィジックス溶接現象解析 ＃非破壊残留応力測定 ＃溶接保全
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•  アーク溶接プロセスにおける溶接エネルギー源（アー
クプラズマ）および溶融金属の挙動を記述する数値シ
ミュレーション技術を独自開発し、プロセスを支配す
る物理現象の解明に挑む。

• 溶接現象の物理に基づいてプロセスを適切にコント
ロールする技術を創出し、溶接部品質が完全にコント
ロールされた究極の一体化技術の達成を目指す。

• 各種センシング・モニタリング技術との融合により、
プリポストプロセスフリーな超高能率溶接プロセスの
開発を目指す。

重工、建築、自動車、エネルギー分野など

シミュレーション技術を基盤とした
溶接物理現象の解明とその制御
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＃材料加工 ＃アーク溶接 ＃数値流体力学 ＃アークプラズマ ＃溶融金属
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